
　
私
た
ち
は
政
策
集
団
と
し
て
、
①
女
性
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
東
京
の
経
済
と
社
会
を

支
え
る
基
盤
へ
の
投
資
、
②
医
療
・
介
護
、
③
子
育

て
・
教
育
な
ど
を
重
点
領
域
と
し
て
掲
げ
、
政
策
提

言
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
０
１
８
サ
ポ

ー
ト
（
月
額
５
０
０
０
円
の
子
供
給
付
金
）
、
赤
ち

ゃ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
（
出
産
一
時
金
10
万
円
）
、

介
護
人
材
の
待
遇
改
善
と
し
て
特
別
手
当
（
月
額
１

万
円
、
５
年
目
以
降
２
万
円
）
や
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
な
ど
都
独
自
の
支
援
を
実
現
致
し
ま
し
た
。
今
後

は
医
療
分
野
で
も
人
材
不
足
や
経
営
難
に
よ
る
廃
業

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
介
護
分
野
と
と
も
に
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

　
防
災
力
の
強
化
と
し
て
町
会
自
治
会
支
援
の
ほ
か
、

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
強
化
と
し
て
防
災
備
蓄
品
へ
の

補
助
1
0
0
万
円
や
避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、

W
i
-F
i
設
置
支
援
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。
昨

年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、
そ
の
経
験

を
も
と
に
防
災
施
策
を
総
点
検
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
で
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
避
難
所

の
生
活
環
境
向
上
に
向
け
、
人
道
支
援
対
応
の
国
際

水
準
で
あ
る
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
目
標
に
改
善
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
３
期
目
を
迎
え
た
小
池
都
知
事
と
連
携
し
、

政
策
集
団
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
と
し
て
、
国

を
牽
引
す
る
政
策
を
提
言
し
、
「
人
」
へ
の
投
資
と

首
都
防
災
機
能
の
拡
充
を
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　
能
登
半
島
大
地
震
で
幕
を
開
け
た
令
和
６
年
は
、

そ
の
復
興
に
向
け
都
も
支
援
に
力
を
注
ぐ
中
、
未
だ

復
旧
途
上
に
あ
る
９
月
に
奥
能
登
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
ま
さ
に
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
（
危
機
の
多
様
化
）

の
厳
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
都
議
会
公
明

席
の
確
保
、
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
力
を
、

ぜ
ひ
お
貸
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
東
京
都
で
も
、
３
月
10
日
を
「
東

京
都
平
和
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
歴

史
を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
終
戦
80

年
の
節
目
で
も
あ
り
、
平
和
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
手
不
足
も
深
刻
で
す
。
介
護
や
福
祉
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
職
種
で
人
が
足
り
ま

せ
ん
。
賃
上
げ
な
ど
で
可
処
分
所
得
を
増
や
す
と
と

も
に
、
Ｄ
Ｘ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
要
求
で
制
定
さ
れ
た
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
が
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
、
指
針
等
の
制
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
求
め
て
い
た
学
校
給
食
の
無
償
化
も
、

都
内
全
て
の
区
市
町
村
で
実
現
す
る
見
通
し
で
す
。

引
き
続
き
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
支
援
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
自
由
と
多
様
性
を
尊
重
し
、
支
え
合

い
の
共
生
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
都
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
９
月
27
日
災
害
廃
棄
物
の
受
入
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
激
甚
化
す
る
豪
雨
対
策
と
し
て

の
調
節
池
の
整
備
促
進
、
内
水
氾
濫
対
策
、
基
礎
的

自
治
体
へ
の
ト
イ
レ
対
策
支
援
も
併
せ
て
訴
え
、
都

市
強
靭
化
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

併
せ
て
介
護
職
員
の
居
住
支
援
特
別
手
当
の
支
給
な

ど
介
護
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
も
前
進
で
き
ま

し
た
。
一
方
、
子
育
て
支
援
で
は
、
都
立
・
私
立
を

問
わ
ず
高
校
授
業
料
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
完
全

無
償
化
を
実
現
し
た
ほ
か
、
公
立
小
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
や
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
が
全
区
市
町
村
で
格
差
な
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
都

か
ら
の
広
域
支
援
を
訴
え
、
給
食
費
無
償
化
で
は
、

８
分
の
７
を
助
成
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
民
間
病

院
の
経
営
支
援
方
策
の
構
築
が
重
要
な
課
題
で
す
。

本
年
も
、
我
が
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
と
政
策
実
現

力
を
駆
使
し
、
様
々
な
負
の
連
鎖
を
は
ね
返
す
都
政

の
復
元
力
強
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
総
選
挙
で
、
自
民
党
・
公
明
党
の
与
党
が

「
過
半
数
割
れ
」
と
な
り
、
自
公
だ
け
で
は
予
算
も
法

案
も
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
画
期
的
な
変
化
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
国
民
の
願
い
が
届
く
政
治
を
実
現
し
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
今
年
6
-7
月

に
予
定
さ
れ
る
都
議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で

前
進
を
か
ち
と
り
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を
さ
ら
に

大
き
く
前
に
進
め
る
た
め
に
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
都
政
で
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
樹
木
を
伐
採
し

て
超
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
神
宮
外
苑
再
開
発
や
、
都

庁
舎
な
ど
に
映
像
を
流
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
世
界
最
大
級
の
巨
大
噴
水
整
備
の
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
都
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
前
進

を
は
じ
め
都
民
の
運
動
と
連
携
し
て
都
政
を
動
か
し
、

暮
ら
し
を
守
る
政
策
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都
議
会
野
党
第
一
党
の

力
を
生
か
し
て
、
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
か
ら
都
民
の

暮
ら
し
を
守
り
抜
く
仕
事
を
最
優
先
に
し
て
取
り
組

む
都
政
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
来
た
る
都
議

　
長
き
に
わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
都
民
生
活
を
一

変
さ
せ
ま
し
た
が
、
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
へ
の
感

謝
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
も
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
中
小
零
細
事
業
者

の
経
営
継
続
や
２
０
２
４
年
問
題
に
直
面
し
て
い
る

建
設
業
界
や
物
流
業
界
は
労
働
時
間
の
制
約
や
人
材

不
足
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
我
々
都
議

会
は
、
都
民
生
活
や
中
小
零
細
事
業
者
が
お
か
れ
て

い
る
正
確
な
事
実
の
把
握
に
最
大
限
関
心
を
配
り
な

が
ら
都
民
や
都
内
事
業
者
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い

政
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

少
子
化
対
策
や
子
育
て
施
策
は
国
力
を
左
右
す
る
喫

緊
の
課
題
で
す
。
我
々
都
議
会
自
民
党
は
、
特
に
中

間
層
の
方
々
の
子
供
・
子
育
て
に
お
い
て
は
、
様
々

な
日
常
的
経
費
を
抱
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
々
の

暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か
、
現
役
世
代

に
暮
ら
し
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
都
民
に
寄

り
添
っ
た
政
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
や
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発

化
・
激
甚
化
す
る
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
や
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
支
援
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
、
教
育
や
保
健
医
療
対
策
な
ど
都
政
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
議
会
自
民
党
は
、
本
年
も
総
力
を
結
集
し
、
都

民
や
事
業
者
の
声
に
真
摯
に
寄
り
添
い
、
前
向
き
な

議
論
を
進
め
て
、
「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
」

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

輝
く
未
来
に
向
け
て
、
都
民
の

た
め
に
総
力
を
結
集
し
ま
す

幹
事
長東

村 

邦
浩

都
議
会
公
明
党

危
機
の
多
様
化
と
連
鎖
を
打
開
し

強
靭
で
安
心
な
都
政
構
築
に
全
力

都
民
・
国
民
の
願
い
が
届
く

新
し
い
政
治
に
踏
み
出
す
年
に

賃
上
げ
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
で

働
き
や
す
い
社
会
の
実
現
を
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謹賀新年
　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　昨
年
夏
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
な
ど
ア
ス
リ

ー
ト
の
熱
戦
に
多
く
の
人
々
が
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま

し
た
。
本
年
は
、
９
月
に
世
界
陸
上
、
11
月
に
は
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
、
二
つ
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
力
に
よ
り
、多
く
の
人
々
、

特
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
や
希
望
を
届
け
る
と
と

も
に
、
共
生
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
本
の
未
来
に
つ

な
が
る
大
会
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
も
全
国
各
地
に
お
い
て
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
８

月
に
は
宮
崎
県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
に
伴
い
、
初

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　都
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、
街
中
で
は
、
海
外
か
ら
の
多
く
の
旅
行
者
や
、

地
域
の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
光
景
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
東
京
は

活
気
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
東
京

の
経
済
が
今
後
も
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

働
く
人
の
環
境
を
整
え
、
事
業
者
が
安
定
し
た
事
業
活
動

を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
都
議
会

は
昨
年
秋
に
、
全
国
初
と
な
る
「
東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・

め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
に
お
い
て
も
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
都
で
は
こ
れ
ま
で
も
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強き
ょ
う
じ
ん靭

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
取
り
ま
と
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
昨
年
９
月
に
は
、
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
今
後

の
都
の
防
災
対
策
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
策
定
予
定
の
新
た
な
防
災
プ
ラ
ン
等
へ
反
映
し
、
し

っ
か
り
と
対
策
を
前
に
進
め
、
都
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い
東
京
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

都
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
う
し

た
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
都
民
の
代
表
と
し
て
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
都
議
会
は
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な

議
論
を
積
み
重
ね
、
皆
様
の
声
を
都
政
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
私
も
議
長
と
し
て
、
都
議
会
の
使
命
と
責
任

を
強
く
自
覚
し
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
を
全
会
一
致
で
可
決
い
た
し

ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防

止
し
、
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
長
引
く
物
価
高
騰
か
ら
都
民
・
事
業
者
の
皆
様

を
守
る
た
め
の
取
組
や
、
脱
炭
素
化
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

の
取
組
も
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　都
議
会
で
は
、
都
民
の
皆
様
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
東
京
を
目
指
し
、
課
題
解
決
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
都
議
会
の

活
動
に
対
し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
副
議
長
と
し
て
議
長
を

全
力
で
補
佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高尾山から望む富士山高尾山から望む富士山

☆わが会派　今年の抱負
☆会派等構成の変更
☆新議員紹介
☆「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは
☆都議会提供テレビ番組のお知らせ

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

政
策
集
団
と
し
て
、
国
を

牽け
ん
い
ん引
す
る
新
た
な
政
策
を
提
案
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　委員会は、本会議に先立って議案の審査などを行う議会の内部機関です。
　都の行政は広範多岐にわたり、かつ細分化・専門化しています。このことに対応し、審議の
徹底を図り、能率的な議事運営を期するため、都議会では条例により、次の委員会を設置して
います。

常　任　委　員　会
　常設されている委員会で、付
託された議案や請願・陳情を審
査します。また、所管する事項
について調査を行います。現在
は、条例によって９つの常任委
員会が設置されており、議員は
このうちどれか１つに所属して
います。

特　別　委　員　会

議 会 運 営 委 員 会

委員会名 所　管　局

総　　　務

政策企画局、子供政策連携室、
スタートアップ・国際金融都市戦略室、
総務局、デジタルサービス局、人事委員会、
選挙管理委員会、監査委員

財　　　政 財務局、主税局、会計管理局、収用委員会

文　　　教 生活文化スポーツ局、教育委員会

都 市 整 備 都市整備局、住宅政策本部

厚　　　生 福祉局、保健医療局

経済・港湾 産業労働局、中央卸売市場、港湾局、
労働委員会

環境・建設 環境局、建設局

公 営 企 業 交通局、水道局、下水道局

警察・消防 公安委員会（警視庁）、東京消防庁

「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは

令和7年 第1回定例会の予定

令和７年１月６日～２月28日【募集期間】
①�送り先住所・氏名を記載した返信用封筒（長3：120ミリ×235ミリ）を５枚準備
し、それぞれ110円切手を貼ってください。
②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先へお送りください。
　※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。

【申込方法】

令和７年５月上旬、８月下旬、11月上旬、令和８年１月上旬、１月下旬【郵送予定時期】

「都議会だより」配布場所と定期読者募集のお知らせ

本 号 の 主 な 内 容

２～３面 ☆都議会議員一覧

４面

東京都庁の代表電話☎（03）5321-1111

わ
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派

わ
が
会
派

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

　各会派の代表者などで構成さ
れており、議会の運営方法など
について協議しています。

　必要に応じて、特定の事件を
審査するため本会議の議決によ
り、臨時に設置される委員会で
す。予算の審査を目的とする予
算特別委員会や、決算を審査す
るための各会計及び公営企業会
計の２つの決算特別委員会は、
毎年設置されるのが通例となっ
ています。

テレビ東京（地デジ７ch）
2025！新たな未来を切り拓く東京へ
～東京都議会議長・副議長にきく～

1 月 7 日 (火)10:00 ～ 10:25

〈問い合わせ先〉都議会 広報課
☎（03）5320－7124

テレビ番組のお知らせ都議会提供

　新年に当たり、東京都議会議長・副議長が都政の
課題や今年の抱負などについて、ゲストを交えて
語ります。

宇
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京
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東
京
都
議
会
副
議
長 
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検索
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会
派
等
構
成
の
変
更

　
令
和
６
年
11
月
17
日
に
、
東
京
都
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
会
派
等
構
成
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

30
人

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会 

東
京
都
議
団

27
人

都
議
会
公
明
党

23
人

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

19
人

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党

14
人

ミ
ラ
イ
会
議

４
人

地
域
政
党
　
自
由
を
守
る
会

２
人

無
所
属（
東
京
維
新
の
会
）

１
人

無
所
属（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）

１
人

無
所
属
（
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
１
人

無
所
属
（
東
京
・
品
川
か
ら
や
さ
し
い
未
来
を
）

１
人

無
所
属（
新
時
代
の
八
王
子
）

１
人

●
定
数
１
２
７
人
／
現
員
１
２
４
人

【申込先・問い合わせ先】〒 163-8001 新宿区西新宿２－８－１　都議会 広報課 ☎ (03)5320－7126

新議員紹介新議員紹介
　令和６年 11月 17日に行われた東京都議会
議員補欠選挙で当選した議員を紹介します。

東
ひがし

ま り 子
こ

（ 武 蔵 野 市・ 自 民 党 ）
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令
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在
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日
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ま
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朱あ
け
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（
練
馬
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）

厚
生

松ま
つ

田だ 

康や
す
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さ

（
板
橋
区
）

文
教
、
△
議
運

河こ
う

野の 

ゆ
う
き

（
板
橋
区
）

◎
財
政

早は
や

坂さ
か 

義よ
し

弘ひ
ろ

（
杉
並
区
）

総
務

小こ

宮み
や 

あ
ん
り

（
杉
並
区
）

環
建

柴し
ば

﨑ざ
き 

幹み
き

男お

（
練
馬
区
）

公
企
、
△
議
運

伊い

藤と
う
し
ょ
う
こ
う

（
八
王
子
市
）

△
厚
生
、
議
運

幹
事
長
代
行

星ほ
し   

大だ
い

輔す
け

（
町
田
市
）

○
文
教

増ま
す

山や
ま 

あ
す
か

（
府
中
市
）

総
務

政
務
調
査
会
副
会
長

磯い
そ

山や
ま   

亮
り
ょ
う

（
小
平
市
）

文
教

総
務
会
副
会
長

こ
い
そ
　
明

あ
き
ら

（
南
多
摩
）

環
建
、
○
議
運

総
務
会
長

本も
と

橋は
し 

た
く
み

（
北
多
摩
第
二
）

○
都
市

渋し
ぶ

谷や

の
ぶ
ゆ
き

（
北
多
摩
第
四
）

◎
総
務

田た

村む
ら 

利と
し

光み
つ

（
西
多
摩
）

△
環
建

三み

宅や
け 

し
げ
き

（
世
田
谷
区
）

警
消

副
幹
事
長

浜は
ま

中な
か

の
り
か
た

（
西
東
京
市
）

○
厚
生

保ほ

坂さ
か

ま
さ
ひ
ろ

（
台
東
区
）

△
環
建

成な
り

清き
よ 

梨り

沙さ
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（
墨
田
区
）
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政

政
務
調
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行

福ふ
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こ
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）
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政
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）

総
務
会
副
会
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し

島じ
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で
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△
都
市

あ
か
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が
く
ぼ
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（
杉
並
区
）

都
市
、
議
運
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と
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ひ
ろ
た
か
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豊
島
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）

環
建

こ
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ざ
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（
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厚
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）

○
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副
政
務
調
査
会
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村む
ら

松ま
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ず
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練
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財
政
、
○
議
運
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藤と
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な
み

（
足
立
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）

△
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、
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ゅ
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渋
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文
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27人27人

平た
い
らけ
い
し
ょ
う

（
千
代
田
区
）

都
市

森も
り

口ぐ
ち 

つ
か
さ

（
新
宿
区
）

△
都
市
、
議
運

副
政
務
調
査
会
長

入い
り

江え 

の
ぶ
こ

（
港
区
）

△
総
務
、
議
運

副
政
務
調
査
会
長

森も
り

村む
ら 

隆た
か

行ゆ
き

（
青
梅
市
）

△
警
消

団
長

政
務
調
査
会
長

幹
事
長

菅す
が

原わ
ら 
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務
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く
と
め
道み

ち

信の
ぶ

（
板
橋
区
）

警
消

と
や 

英え

津つ

子こ

（
練
馬
区
）

△
文
教

斉さ
い

藤と
う 

ま
り
こ

（
足
立
区
）

文
教

政
策
調
査
副
会
長

あ
ぜ
上が

み

三み

和わ

子こ

（
江
東
区
）

◎
公
企

白し
ら

石い
し 

た
み
お

（
品
川
区
）

△
経
港
、
議
運

政
策
調
査
会
長

和い
ず
み泉 

な
お
み

（
葛
飾
区
）

○
財
政
、
△
議
運

幹
事
長

原は
ら   

純じ
ゅ
ん

子こ

（
江
戸
川
区
）

○
環
建

宮み
や

瀬せ 

英え
い

治じ

（
板
橋
区
）

経
港

関せ
き

口ぐ
ち 

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
杉
並
区
）

公
企

尾お

崎ざ
き 

あ
や
子こ

（
北
多
摩
第
一
）

○
都
市

米よ
ね

倉く
ら 

春は
る

奈な

（
豊
島
区
）

総
務

政
策
調
査
副
会
長

谷た
に

村む
ら 

孝た
か

彦ひ
こ

（
北
多
摩
第
一
）

△
環
建
、
議
運

幹
事
長
代
行

慶け
い

野の 

信し
ん

一い
ち

（
荒
川
区
）

公
企

副
政
務
調
査
会
長

か
ま
た 

悦え
つ

子こ

（
板
橋
区
）

経
港

副
政
務
調
査
会
長

小こ

林ば
や
し 

健け
ん

二じ

（
練
馬
区
）

◎
経
港
、
議
運

政
務
調
査
会
長
代
行

う
す
い 

浩こ
う

一い
ち

（
足
立
区
）

厚
生

副
幹
事
長

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

東
京
都
議
会
議
員
団
19人19人

大お
お

松ま
つ 

あ
き
ら

（
北
区
）

文
教

副
幹
事
長

増ま
す

子こ 

ひ
ろ
き

（
文
京
区
）

公
企

副
幹
事
長

細ほ
そ

田だ 

い
さ
む

（
江
東
区
）

経
港

斉さ
い

藤と
う

や
す
ひ
ろ

（
目
黒
区
）

都
市

筆
頭
副
幹
事
長

伊い

藤と
う

こ
う
い
ち

（
品
川
区
）

文
教

か
つ
ま
た
さ
と
し

（
大
田
区
）

○
文
教

副
政
務
調
査
会
長

副
幹
事
長

加か

藤と
う 

雅ま
さ

之ゆ
き

（
墨
田
区
）

△
都
市

北き
た

口ぐ
ち 

つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

△
財
政

副
政
務
調
査
会
長

竹た
け

平ひ
ら 

ち
は
る

（
江
戸
川
区
）

△
公
企

副
政
務
調
査
会
長

中な
か

山や
ま 

信の
ぶ

行ゆ
き

（
足
立
区
）

◎
警
消

幹
事
長
代
理

田た

の
上う

え

い
く
こ

（
江
戸
川
区
）

○
総
務

米よ
ね

川か
わ 

大だ
い

二じ

郎ろ
う

（
葛
飾
区
）

△
文
教

政
策
担
当

総
務
担
当

桐き
り

山や
ま 

ひ
と
み

（
西
東
京
市
）

環
建

松ま
つ

田だ

り
ゅ
う
す
け

（
大
田
区
）

都
市

清
水 

や
す
こ

（
西
多
摩
）

財
政

清し

水み
ず 

や
す
こ

ほ
っ
ち 

易や
す

隆た
か

（
足
立
区
）

都
市

小こ

松ま
つ 

大だ
い

祐す
け

（
世
田
谷
区
）

公
企
、
◎
議
運

幹
事
長

副
幹
事
長

平ひ
ら

田た

み
つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

△
総
務
、
議
運

宇う

田だ

川が
わ 

聡さ
と

史し

（
江
戸
川
区
）

警
消

東ひ
が
し 

ま
り
子こ

（
武
蔵
野
市
）

公
企

幹
事
長
代
行

副
政
務
調
査
会
長

山や
ま

田だ 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

○
警
消

無
所
属

無
所
属

（
東
京
維
新
の
会
）

（
東
京
維
新
の
会
）    

1人1人

上う
え

田だ 

令れ
い

子こ

（
江
戸
川
区
）

△
経
港

無
所
属

無
所
属

（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）

（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）    

1人1人

無
所
属

無
所
属

（
東
京

（
東
京
・・
品
川
か
ら

品
川
か
ら

    
    

や
さ
し
い
未
来
を
）

や
さ
し
い
未
来
を
）    

1人1人

漢か
ん

人ど 

あ
き
こ

（
小
金
井
市
）

環
建

し
の
は
ら
り
か

（
品
川
区
）

公
企

ミ
ラ
イ
会
議

ミ
ラ
イ
会
議

4人4人

も
り   
愛あ

い

（
大
田
区
）

警
消
、
議
運

幹
事さ

ん
の
へ
あ
や

（
江
東
区
）

厚
生

政
務
調
査
会
長

幹
事
長

西に
し

沢ざ
わ 

け
い
た

（
中
野
区
）

◎
都
市

池い
け

川が
わ 

友ゆ
う

一い
ち

（
町
田
市
）

総
務
、
議
運

政
策
調
査
会
長
代
理

清し

水み
ず 

と
し
子こ

（
日
野
市
）

△
財
政

里さ
と

吉よ
し 

ゆ
み

（
世
田
谷
区
）

厚
生
、
議
運

副
幹
事
長

原は
ら

田だ 

あ
き
ら

（
杉
並
区
）

都
市

幹
事
長

東ひ
が
し

村む
ら 

邦く
に

浩ひ
ろ

（
八
王
子
市
）

△
警
消
、
○
議
運

小こ

磯い
そ 

善よ
し

彦ひ
こ

（
町
田
市
）

環
建

議
員
団
顧
問

長な
が

橋は
し 

桂け
い

一い
ち

（
豊
島
区
）

財
政

議
員
団
顧
問

ま
つ
ば
多た

美み

子こ

（
杉
並
区
）

財
政
、
△
議
運

政
務
調
査
会
長

古こ

城じ
ょ
う 

ま
さ
お

（
新
宿
区
）

総
務

副
政
務
調
査
会
長

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

23人23人

公
職
選
挙
法
の
お
知
ら
せ

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
が
、

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
対
し
、
年

賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
。
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

所属している委員会の略称説明（◎委員長　○副委員長　△理事）
�常任委員会／総務…総務委員会、財政…財政委員会、文教…文教委員会、都市…都市整備委員会、厚生…厚生委員会、経港…経済・港湾委員会、環建…環境・建設委員会、
公企…公営企業委員会、警消…警察・消防委員会　　議運…議会運営委員会　　

三み

宅や
け 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
島
部
）

経
港

中な
か

田だ 

た
か
し

（
渋
谷
区
）

財
政
、
議
運

総
務
会
長

ア
オ
ヤ
ギ
有ゆ

希き

子こ

（
八
王
子
市
）

環
建

藤ふ
じ

田た

り
ょ
う
こ

（
大
田
区
）

経
港

政
策
調
査
副
会
長

高た
か

倉く
ら 

良り
ょ
う

生せ
い

（
中
野
区
）

厚
生

議
員
団
副
団
長

尾お

崎ざ
き 

大だ
い

介す
け

（
北
多
摩
第
三
）

警
消

伊い

藤と
う 

大だ
い

輔す
け

（
立
川
市
）

環
建

白し
ら

戸と 

太た

朗ろ
う

（
江
東
区
）

文
教

副
政
務
調
査
会
長

林は
や
し　

あ
き
ひ
ろ

（
北
多
摩
第
三
）

財
政

政
務
調
査
会
長
代
行
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東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

立
憲
民
主
党

立
憲
民
主
党

14人14人

	 	

政
務
調
査
会
長

令和7年（2025年）1月1日発行 360 360 令和7年（2025年）1月1日発行

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

都
議
会
議
員

都
議
会
議
員

一
覧
一
覧
（
会
派
等
別
）

（
会
派
等
別
）

令
和
６
年

令
和
６
年
1212
月
１
日
現
在

月
１
日
現
在

山や
ま

加か 

朱あ
け

美み

（
練
馬
区
）

厚
生

松ま
つ

田だ 

康や
す

将ま
さ

（
板
橋
区
）

文
教
、
△
議
運

河こ
う

野の 

ゆ
う
き

（
板
橋
区
）

◎
財
政

早は
や

坂さ
か 

義よ
し

弘ひ
ろ

（
杉
並
区
）

総
務

小こ

宮み
や 

あ
ん
り

（
杉
並
区
）

環
建

柴し
ば

﨑ざ
き 

幹み
き

男お

（
練
馬
区
）

公
企
、
△
議
運

伊い

藤と
う

し
ょ
う
こ
う

（
八
王
子
市
）

△
厚
生
、
議
運

幹
事
長
代
行

星ほ
し   

大だ
い

輔す
け

（
町
田
市
）

○
文
教

増ま
す

山や
ま 

あ
す
か

（
府
中
市
）

総
務

政
務
調
査
会
副
会
長

磯い
そ

山や
ま   

亮
り
ょ
う

（
小
平
市
）

文
教

総
務
会
副
会
長

こ
い
そ
　
明

あ
き
ら

（
南
多
摩
）

環
建
、
○
議
運

総
務
会
長

本も
と

橋は
し 

た
く
み

（
北
多
摩
第
二
）

○
都
市

渋し
ぶ

谷や

の
ぶ
ゆ
き

（
北
多
摩
第
四
）

◎
総
務

田た

村む
ら 

利と
し

光み
つ

（
西
多
摩
）

△
環
建

三み

宅や
け 

し
げ
き

（
世
田
谷
区
）

警
消

副
幹
事
長

浜は
ま

中な
か

の
り
か
た

（
西
東
京
市
）

○
厚
生

保ほ

坂さ
か

ま
さ
ひ
ろ

（
台
東
区
）

△
環
建

成な
り

清き
よ 

梨り

沙さ

子こ

（
墨
田
区
）

○
財
政

政
務
調
査
会
長
代
行

福ふ
く

島し
ま 

り
え
こ

（
世
田
谷
区
）

経
港

政
務
調
査
会
長
代
行

荒あ
ら

木き 

ち
は
る

（
中
野
区
）

△
厚
生

総
務
会
長

副
政
務
調
査
会
長

関せ
き

野の

た
か
な
り

（
北
多
摩
第
一
）

◎
厚
生

遠え
ん

藤ど
う 

ち
ひ
ろ

（
南
多
摩
）

経
港

都
議
団
顧
問

小こ

山や
ま

く
に
ひ
こ

（
府
中
市
）

◎
文
教

鈴す
ず

木き   

純
じ
ゅ
ん

（
台
東
区
）

△
財
政

川か
わ

松ま
つ 

真し
ん

一い
ち

朗ろ
う

（
墨
田
区
）

財
政

鈴す
ず

木き 

章あ
き

浩ひ
ろ

（
大
田
区
）

△
警
消

青あ
お

木き

　
英え

い

太た

（
目
黒
区
）

○
経
港

政
務
調
査
会
副
会
長

吉よ
し

住ず
み 

は
る
お

（
新
宿
区
）

（
港
区
）

○
公
企

政
務
調
査
会
副
会
長

菅か
ん

野の 

弘こ
う

一い
ち

△
経
港

（
中
央
区
）

総
務
会
副
会
長

石い
し

島じ
ま 

秀ひ
で

起き

△
都
市

あ
か
ね
が
く
ぼ
か
よ
子こ

（
杉
並
区
）

都
市
、
議
運

本も
と

橋は
し

ひ
ろ
た
か

（
豊
島
区
）

環
建

こ
ま
ざ
き
美み

紀き

（
北
区
）

厚
生

お
じ
ま 

紘こ
う

平へ
い

（
練
馬
区
）

○
公
企

副
政
務
調
査
会
長

村む
ら

松ま
つ 

一か
ず

希き

（
練
馬
区
）

財
政
、
○
議
運

後ご

藤と
う 

な
み

（
足
立
区
）

△
公
企
、
△
議
運

龍り
ゅ
う

円え
ん 

あ
い
り

（
渋
谷
区
）

文
教

政
務
調
査
会
長

総
務
会
長
代
行

30人30人

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

東
京
都
議
団

27人27人

平た
い
らけ

い
し
ょ
う

（
千
代
田
区
）

都
市

森も
り

口ぐ
ち 

つ
か
さ

（
新
宿
区
）

△
都
市
、
議
運

副
政
務
調
査
会
長

入い
り

江え 

の
ぶ
こ

（
港
区
）

△
総
務
、
議
運

副
政
務
調
査
会
長

森も
り

村む
ら 

隆た
か

行ゆ
き

（
青
梅
市
）

△
警
消

団
長

政
務
調
査
会
長

幹
事
長

菅す
が

原わ
ら 

直な
お

志し

（
日
野
市
）

総
務

藤ふ
じ

井い 

あ
き
ら

（
町
田
市
）

総
務

内う
ち

山や
ま 

真し
ん

吾ご

（
昭
島
市
）

○
経
港

政
務
調
査
会
長
代
理

幹
事
長
代
理

総
務
会
長
代
理

中な
か

嶋じ
ま 

義よ
し

雄お

（
北
多
摩
第
三
）

警
消

議
員
団
団
長

原は
ら  

の
り
子こ

（
北
多
摩
第
四
）

厚
生

曽そ

根ね 

は
じ
め

（
北
区
）

◎
環
建

大お
お

山や
ま 

と
も
子こ

（
新
宿
区
）

警
消

団
長福ふ

く

手て 

ゆ
う
子こ

（
文
京
区
）

△
公
企

無
所
属

無
所
属

（
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

（
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
1人1人

無
所
属

無
所
属

（
新
時
代
の
八
王
子
）

（
新
時
代
の
八
王
子
）
1人1人

岩い
わ

永な
が 

や
す
代よ

（
北
多
摩
第
二
）

公
企

滝た
き

田た

や
す
ひ
こ

（
八
王
子
市
）

総
務

須す

山や
ま 

た
か
し

（
八
王
子
市
）

○
環
建

政
務
調
査
会
長
代
理

鈴す
ず

木き   

烈れ
つ

（
立
川
市
）

△
総
務

幹
事
長
代
理

藤ふ
じ

井い

と
も
の
り

（
練
馬
区
）

△
厚
生

中な
か

村む
ら 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

厚
生

顧
問 銀ぎ

ん

川か
わ 

ゆ
い
子こ

（
足
立
区
）

都
市

政
務
調
査
会
副
会
長

竹た
け

井い 

よ
う
こ

（
小
平
市
）

財
政
、
△
議
運

幹
事
長

地
域
政
党

地
域
政
党

自
由
を
守
る
会

自
由
を
守
る
会

2人2人

西に
し

崎ざ
き 

つ
ば
さ

（
目
黒
区
）

経
港
、
議
運

政
務
調
査
会
長

斉さ
い

藤と
う 

り
え

（
大
田
区
）

総
務

政
務
調
査
会
副
会
長

山や
ま

口ぐ
ち   

拓た
く

（
世
田
谷
区
）

○
警
消

風か
ざ

間ま 

ゆ
た
か

（
世
田
谷
区
）

△
文
教

政
務
調
査
会
副
会
長

玉た
ま

川が
わ

ひ
で
と
し

（
大
田
区
）

○
厚
生

副
政
務
調
査
会
長

た
か
く 

則の
り

男お

（
世
田
谷
区
）

○
総
務

副
政
務
調
査
会
長

と
く
と
め
道み

ち

信の
ぶ

（
板
橋
区
）

警
消

と
や 
英え

津つ

子こ

（
練
馬
区
）

△
文
教

斉さ
い

藤と
う 

ま
り
こ

（
足
立
区
）

文
教

政
策
調
査
副
会
長

あ
ぜ
上が

み

三み

和わ

子こ

（
江
東
区
）

◎
公
企

白し
ら

石い
し 

た
み
お

（
品
川
区
）

△
経
港
、
議
運

政
策
調
査
会
長

和い
ず
み泉 

な
お
み

（
葛
飾
区
）

○
財
政
、
△
議
運

幹
事
長

原は
ら   

純じ
ゅ
ん

子こ

（
江
戸
川
区
）

○
環
建

宮み
や

瀬せ 

英え
い

治じ

（
板
橋
区
）

経
港

関せ
き

口ぐ
ち 

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
杉
並
区
）

公
企

尾お

崎ざ
き 

あ
や
子こ

（
北
多
摩
第
一
）

○
都
市

米よ
ね

倉く
ら 

春は
る

奈な

（
豊
島
区
）

総
務

政
策
調
査
副
会
長

谷た
に

村む
ら 

孝た
か

彦ひ
こ

（
北
多
摩
第
一
）

△
環
建
、
議
運

幹
事
長
代
行

慶け
い

野の 

信し
ん

一い
ち

（
荒
川
区
）

公
企

副
政
務
調
査
会
長

か
ま
た 

悦え
つ

子こ

（
板
橋
区
）

経
港

副
政
務
調
査
会
長

小こ

林ば
や
し 

健け
ん

二じ

（
練
馬
区
）

◎
経
港
、
議
運

政
務
調
査
会
長
代
行

う
す
い 

浩こ
う

一い
ち

（
足
立
区
）

厚
生

副
幹
事
長

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

東
京
都
議
会
議
員
団
19人19人

大お
お

松ま
つ 

あ
き
ら

（
北
区
）

文
教

副
幹
事
長

増ま
す

子こ 

ひ
ろ
き

（
文
京
区
）

公
企

副
幹
事
長

細ほ
そ

田だ 

い
さ
む

（
江
東
区
）

経
港

斉さ
い

藤と
う

や
す
ひ
ろ

（
目
黒
区
）

都
市

筆
頭
副
幹
事
長

伊い

藤と
う

こ
う
い
ち

（
品
川
区
）

文
教

か
つ
ま
た
さ
と
し

（
大
田
区
）

○
文
教

副
政
務
調
査
会
長

副
幹
事
長

加か

藤と
う 

雅ま
さ

之ゆ
き

（
墨
田
区
）

△
都
市

北き
た

口ぐ
ち 

つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

△
財
政

副
政
務
調
査
会
長

竹た
け

平ひ
ら 

ち
は
る

（
江
戸
川
区
）

△
公
企

副
政
務
調
査
会
長

中な
か

山や
ま 

信の
ぶ

行ゆ
き

（
足
立
区
）

◎
警
消

幹
事
長
代
理

田た

の
上う

え

い
く
こ

（
江
戸
川
区
）

○
総
務

米よ
ね

川か
わ 

大だ
い

二じ

郎ろ
う

（
葛
飾
区
）

△
文
教

政
策
担
当

総
務
担
当

桐き
り

山や
ま 

ひ
と
み

（
西
東
京
市
）

環
建

松ま
つ

田だ

り
ゅ
う
す
け

（
大
田
区
）

都
市

清
水 

や
す
こ

（
西
多
摩
）

財
政

清し

水み
ず 

や
す
こ

ほ
っ
ち 

易や
す

隆た
か

（
足
立
区
）

都
市

小こ

松ま
つ 

大だ
い

祐す
け

（
世
田
谷
区
）

公
企
、
◎
議
運

幹
事
長

副
幹
事
長

平ひ
ら

田た

み
つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

△
総
務
、
議
運

宇う

田だ

川が
わ 

聡さ
と

史し

（
江
戸
川
区
）

警
消

東ひ
が
し 

ま
り
子こ

（
武
蔵
野
市
）

公
企

幹
事
長
代
行

副
政
務
調
査
会
長

山や
ま

田だ 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

○
警
消

無
所
属

無
所
属

（
東
京
維
新
の
会
）

（
東
京
維
新
の
会
）    

1人1人

上う
え

田だ 

令れ
い

子こ

（
江
戸
川
区
）

△
経
港

無
所
属

無
所
属

（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）

（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）    

1人1人

無
所
属

無
所
属

（
東
京

（
東
京
・・
品
川
か
ら

品
川
か
ら

    
    

や
さ
し
い
未
来
を
）

や
さ
し
い
未
来
を
）    

1人1人

漢か
ん

人ど 

あ
き
こ

（
小
金
井
市
）

環
建

し
の
は
ら
り
か

（
品
川
区
）

公
企

ミ
ラ
イ
会
議

ミ
ラ
イ
会
議

4人4人

も
り   

愛あ
い

（
大
田
区
）

警
消
、
議
運

幹
事さ

ん
の
へ
あ
や

（
江
東
区
）

厚
生

政
務
調
査
会
長

幹
事
長

西に
し

沢ざ
わ 

け
い
た

（
中
野
区
）

◎
都
市

池い
け

川が
わ 

友ゆ
う

一い
ち

（
町
田
市
）

総
務
、
議
運

政
策
調
査
会
長
代
理

清し

水み
ず 

と
し
子こ

（
日
野
市
）

△
財
政

里さ
と

吉よ
し 

ゆ
み

（
世
田
谷
区
）

厚
生
、
議
運

副
幹
事
長

原は
ら

田だ 

あ
き
ら

（
杉
並
区
）

都
市

幹
事
長

東ひ
が
し

村む
ら 

邦く
に

浩ひ
ろ

（
八
王
子
市
）

△
警
消
、
○
議
運

小こ

磯い
そ 

善よ
し

彦ひ
こ

（
町
田
市
）

環
建

議
員
団
顧
問

長な
が

橋は
し 
桂け

い

一い
ち

（
豊
島
区
）

財
政

議
員
団
顧
問

ま
つ
ば
多た

美み

子こ

（
杉
並
区
）

財
政
、
△
議
運

政
務
調
査
会
長

古こ

城じ
ょ
う 

ま
さ
お

（
新
宿
区
）

総
務

副
政
務
調
査
会
長

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

23人23人

公
職
選
挙
法
の
お
知
ら
せ

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
が
、

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
対
し
、
年

賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
。
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

三み

宅や
け 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
島
部
）

経
港

中な
か

田だ 

た
か
し

（
渋
谷
区
）

財
政
、
議
運

総
務
会
長

ア
オ
ヤ
ギ
有ゆ

希き

子こ

（
八
王
子
市
）

環
建

藤ふ
じ

田た

り
ょ
う
こ

（
大
田
区
）

経
港

政
策
調
査
副
会
長

高た
か

倉く
ら 

良り
ょ
う

生せ
い

（
中
野
区
）

厚
生

議
員
団
副
団
長

尾お

崎ざ
き 

大だ
い

介す
け

（
北
多
摩
第
三
）

警
消

伊い

藤と
う 

大だ
い

輔す
け

（
立
川
市
）

環
建

白し
ら

戸と 

太た

朗ろ
う

（
江
東
区
）

文
教

副
政
務
調
査
会
長

林は
や
し　

あ
き
ひ
ろ

（
北
多
摩
第
三
）

財
政

政
務
調
査
会
長
代
行
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私
た
ち
は
政
策
集
団
と
し
て
、
①
女
性
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
東
京
の
経
済
と
社
会
を

支
え
る
基
盤
へ
の
投
資
、
②
医
療
・
介
護
、
③
子
育

て
・
教
育
な
ど
を
重
点
領
域
と
し
て
掲
げ
、
政
策
提

言
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
０
１
８
サ
ポ

ー
ト
（
月
額
５
０
０
０
円
の
子
供
給
付
金
）
、
赤
ち

ゃ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
（
出
産
一
時
金
10
万
円
）
、

介
護
人
材
の
待
遇
改
善
と
し
て
特
別
手
当
（
月
額
１

万
円
、
５
年
目
以
降
２
万
円
）
や
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
な
ど
都
独
自
の
支
援
を
実
現
致
し
ま
し
た
。
今
後

は
医
療
分
野
で
も
人
材
不
足
や
経
営
難
に
よ
る
廃
業

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
介
護
分
野
と
と
も
に
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

　
防
災
力
の
強
化
と
し
て
町
会
自
治
会
支
援
の
ほ
か
、

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
強
化
と
し
て
防
災
備
蓄
品
へ
の

補
助
1
0
0
万
円
や
避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、

W
i
-F
i
設
置
支
援
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。
昨

年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、
そ
の
経
験

を
も
と
に
防
災
施
策
を
総
点
検
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
で
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
避
難
所

の
生
活
環
境
向
上
に
向
け
、
人
道
支
援
対
応
の
国
際

水
準
で
あ
る
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
目
標
に
改
善
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
３
期
目
を
迎
え
た
小
池
都
知
事
と
連
携
し
、

政
策
集
団
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
と
し
て
、
国

を
牽
引
す
る
政
策
を
提
言
し
、
「
人
」
へ
の
投
資
と

首
都
防
災
機
能
の
拡
充
を
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　
能
登
半
島
大
地
震
で
幕
を
開
け
た
令
和
６
年
は
、

そ
の
復
興
に
向
け
都
も
支
援
に
力
を
注
ぐ
中
、
未
だ

復
旧
途
上
に
あ
る
９
月
に
奥
能
登
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
ま
さ
に
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
（
危
機
の
多
様
化
）

の
厳
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
都
議
会
公
明

党
は
、
い
ち
早
く
こ
の
支
援
を
訴
え
、
都
も
能
登
の

席
の
確
保
、
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
力
を
、

ぜ
ひ
お
貸
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
東
京
都
で
も
、
３
月
10
日
を
「
東

京
都
平
和
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
歴

史
を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
終
戦
80

年
の
節
目
で
も
あ
り
、
平
和
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
手
不
足
も
深
刻
で
す
。
介
護
や
福
祉
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
職
種
で
人
が
足
り
ま

せ
ん
。
賃
上
げ
な
ど
で
可
処
分
所
得
を
増
や
す
と
と

も
に
、
Ｄ
Ｘ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
要
求
で
制
定
さ
れ
た
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
が
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
、
指
針
等
の
制
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
求
め
て
い
た
学
校
給
食
の
無
償
化
も
、

都
内
全
て
の
区
市
町
村
で
実
現
す
る
見
通
し
で
す
。

引
き
続
き
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
支
援
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
自
由
と
多
様
性
を
尊
重
し
、
支
え
合

い
の
共
生
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
都
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
９
月
27
日
災
害
廃
棄
物
の
受
入
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
激
甚
化
す
る
豪
雨
対
策
と
し
て

の
調
節
池
の
整
備
促
進
、
内
水
氾
濫
対
策
、
基
礎
的

自
治
体
へ
の
ト
イ
レ
対
策
支
援
も
併
せ
て
訴
え
、
都

市
強
靭
化
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

併
せ
て
介
護
職
員
の
居
住
支
援
特
別
手
当
の
支
給
な

ど
介
護
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
も
前
進
で
き
ま

し
た
。
一
方
、
子
育
て
支
援
で
は
、
都
立
・
私
立
を

問
わ
ず
高
校
授
業
料
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
完
全

無
償
化
を
実
現
し
た
ほ
か
、
公
立
小
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
や
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
が
全
区
市
町
村
で
格
差
な
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
都

か
ら
の
広
域
支
援
を
訴
え
、
給
食
費
無
償
化
で
は
、

８
分
の
７
を
助
成
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
民
間
病

院
の
経
営
支
援
方
策
の
構
築
が
重
要
な
課
題
で
す
。

本
年
も
、
我
が
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
と
政
策
実
現

力
を
駆
使
し
、
様
々
な
負
の
連
鎖
を
は
ね
返
す
都
政

の
復
元
力
強
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
総
選
挙
で
、
自
民
党
・
公
明
党
の
与
党
が

「
過
半
数
割
れ
」
と
な
り
、
自
公
だ
け
で
は
予
算
も
法

案
も
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
画
期
的
な
変
化
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
国
民
の
願
い
が
届
く
政
治
を
実
現
し
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
今
年
6
-7
月

に
予
定
さ
れ
る
都
議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で

前
進
を
か
ち
と
り
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を
さ
ら
に

大
き
く
前
に
進
め
る
た
め
に
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
都
政
で
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
樹
木
を
伐
採
し

て
超
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
神
宮
外
苑
再
開
発
や
、
都

庁
舎
な
ど
に
映
像
を
流
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
世
界
最
大
級
の
巨
大
噴
水
整
備
の
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
都
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
前
進

を
は
じ
め
都
民
の
運
動
と
連
携
し
て
都
政
を
動
か
し
、

暮
ら
し
を
守
る
政
策
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都
議
会
野
党
第
一
党
の

力
を
生
か
し
て
、
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
か
ら
都
民
の

暮
ら
し
を
守
り
抜
く
仕
事
を
最
優
先
に
し
て
取
り
組

む
都
政
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
来
た
る
都
議

選
で
は
、
衆
議
院
な
ら
70
議
席
に
あ
た
る
現
有
19
議

　
長
き
に
わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
都
民
生
活
を
一

変
さ
せ
ま
し
た
が
、
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
へ
の
感

謝
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
も
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
中
小
零
細
事
業
者

の
経
営
継
続
や
２
０
２
４
年
問
題
に
直
面
し
て
い
る

建
設
業
界
や
物
流
業
界
は
労
働
時
間
の
制
約
や
人
材

不
足
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
我
々
都
議

会
は
、
都
民
生
活
や
中
小
零
細
事
業
者
が
お
か
れ
て

い
る
正
確
な
事
実
の
把
握
に
最
大
限
関
心
を
配
り
な

が
ら
都
民
や
都
内
事
業
者
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い

政
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

少
子
化
対
策
や
子
育
て
施
策
は
国
力
を
左
右
す
る
喫

緊
の
課
題
で
す
。
我
々
都
議
会
自
民
党
は
、
特
に
中

間
層
の
方
々
の
子
供
・
子
育
て
に
お
い
て
は
、
様
々

な
日
常
的
経
費
を
抱
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
々
の

暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か
、
現
役
世
代

に
暮
ら
し
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
都
民
に
寄

り
添
っ
た
政
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
や
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発

化
・
激
甚
化
す
る
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
や
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
支
援
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
、
教
育
や
保
健
医
療
対
策
な
ど
都
政
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
議
会
自
民
党
は
、
本
年
も
総
力
を
結
集
し
、
都

民
や
事
業
者
の
声
に
真
摯
に
寄
り
添
い
、
前
向
き
な

議
論
を
進
め
て
、
「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
」

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

輝
く
未
来
に
向
け
て
、
都
民
の

た
め
に
総
力
を
結
集
し
ま
す

幹
事
長東

村 

邦
浩

都
議
会
公
明
党

危
機
の
多
様
化
と
連
鎖
を
打
開
し

強
靭
で
安
心
な
都
政
構
築
に
全
力

都
民
・
国
民
の
願
い
が
届
く

新
し
い
政
治
に
踏
み
出
す
年
に

賃
上
げ
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
で

働
き
や
す
い
社
会
の
実
現
を
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謹賀新年
　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　昨
年
夏
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
な
ど
ア
ス
リ

ー
ト
の
熱
戦
に
多
く
の
人
々
が
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま

し
た
。
本
年
は
、
９
月
に
世
界
陸
上
、
11
月
に
は
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
、
二
つ
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
力
に
よ
り
、多
く
の
人
々
、

特
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
や
希
望
を
届
け
る
と
と

も
に
、
共
生
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
本
の
未
来
に
つ

な
が
る
大
会
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
も
全
国
各
地
に
お
い
て
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
８

月
に
は
宮
崎
県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
に
伴
い
、
初

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　都
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、
街
中
で
は
、
海
外
か
ら
の
多
く
の
旅
行
者
や
、

地
域
の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
光
景
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
東
京
は

活
気
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
東
京

の
経
済
が
今
後
も
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

働
く
人
の
環
境
を
整
え
、
事
業
者
が
安
定
し
た
事
業
活
動

を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
都
議
会

は
昨
年
秋
に
、
全
国
初
と
な
る
「
東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・

め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
に
お
い
て
も
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
都
で
は
こ
れ
ま
で
も
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強き
ょ
う
じ
ん靭

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
取
り
ま
と
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
昨
年
９
月
に
は
、
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
今
後

の
都
の
防
災
対
策
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
策
定
予
定
の
新
た
な
防
災
プ
ラ
ン
等
へ
反
映
し
、
し

っ
か
り
と
対
策
を
前
に
進
め
、
都
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い
東
京
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

都
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
う
し

た
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
都
民
の
代
表
と
し
て
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
都
議
会
は
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な

議
論
を
積
み
重
ね
、
皆
様
の
声
を
都
政
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
私
も
議
長
と
し
て
、
都
議
会
の
使
命
と
責
任

を
強
く
自
覚
し
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
を
全
会
一
致
で
可
決
い
た
し

ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防

止
し
、
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
長
引
く
物
価
高
騰
か
ら
都
民
・
事
業
者
の
皆
様

を
守
る
た
め
の
取
組
や
、
脱
炭
素
化
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

の
取
組
も
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　都
議
会
で
は
、
都
民
の
皆
様
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
東
京
を
目
指
し
、
課
題
解
決
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
都
議
会
の

活
動
に
対
し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
副
議
長
と
し
て
議
長
を

全
力
で
補
佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高尾山から望む富士山高尾山から望む富士山

☆わが会派　今年の抱負
☆会派等構成の変更
☆新議員紹介
☆
☆都議会提供テレビ番組のお知らせ

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

政
策
集
団
と
し
て
、
国
を

牽け
ん
い
ん引
す
る
新
た
な
政
策
を
提
案

幹
事
長

 

村
松 

一
希

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

幹
事
長

 
小
松 

大
祐

東
京
都
議
会

　
　
　
自
由
民
主
党

幹
事
長

 

和
泉 

な
お
み

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

幹
事
長

 

竹
井 

よ
う
こ

東
京
都
議
会

　
　
　
立
憲
民
主
党

　　都議会ホームページやメールマガジン（都議会 e-News）などでお知らせいたします。

　委員会は、本会議に先立って議案の審査などを行う議会の内部機関です。
　都の行政は広範多岐にわたり、かつ細分化・専門化しています。このことに対応し、審議の
徹底を図り、能率的な議事運営を期するため、都議会では条例により、次の委員会を設置して
います。

常　任　委　員　会
　常設されている委員会で、付
託された議案や請願・陳情を審
査します。また、所管する事項
について調査を行います。現在
は、条例によって９つの常任委
員会が設置されており、議員は
このうちどれか１つに所属して
います。

特　別　委　員　会

議 会 運 営 委 員 会

委員会名 所　管　局

総　　　務

政策企画局、子供政策連携室、
スタートアップ・国際金融都市戦略室、
総務局、デジタルサービス局、人事委員会、
選挙管理委員会、監査委員

財　　　政 財務局、主税局、会計管理局、収用委員会

文　　　教 生活文化スポーツ局、教育委員会

都 市 整 備 都市整備局、住宅政策本部

厚　　　生 福祉局、保健医療局

経済・港湾 産業労働局、中央卸売市場、港湾局、
労働委員会

環境・建設 環境局、建設局

公 営 企 業 交通局、水道局、下水道局

警察・消防 公安委員会（警視庁）、東京消防庁

「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは

令和7年 第1回定例会の予定

令和７年１月６日～２月28日【募集期間】
①�送り先住所・氏名を記載した返信用封筒（長3：120ミリ×235ミリ）を５枚準備
し、それぞれ110円切手を貼ってください。
②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先へお送りください。
　※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。

【申込方法】

令和７年５月上旬、８月下旬、11月上旬、令和８年１月上旬、１月下旬【郵送予定時期】

　「都議会だより」は年５回発行しており、新聞折り込みで配布するほか、都の施設や区市町村
の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内、公共機関窓口などにも置いてあります。また、都議会ホー
ムページでもご覧になれます。
　上記方法で入手困難な方のために、令和７年４月から１年間「都議会だより」を郵送でお届け
する定期読者を募集いたします。募集期間や申込方法等は次のとおりです。

「都議会だより」配布場所と定期読者募集のお知らせ

本 号 の 主 な 内 容

２～３面 ☆都議会議員一覧

４面

東京都庁の代表電話☎（03）5321-1111

わ
が
会
派

わ
が
会
派

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

　各会派の代表者などで構成さ
れており、議会の運営方法など
について協議しています。

　必要に応じて、特定の事件を
審査するため本会議の議決によ
り、臨時に設置される委員会で
す。予算の審査を目的とする予
算特別委員会や、決算を審査す
るための各会計及び公営企業会
計の２つの決算特別委員会は、
毎年設置されるのが通例となっ
ています。

テレビ東京（地デジ７ch）
2025！新たな未来を切り拓く東京へ
～東京都議会議長・副議長にきく～

1 月 7 日 (火)10:00 ～ 10:25

〈問い合わせ先〉都議会 広報課
☎（03）5320－7124

テレビ番組のお知らせ都議会提供

　新年に当たり、東京都議会議長・副議長が都政の
課題や今年の抱負などについて、ゲストを交えて
語ります。

宇
田
川 
聡
史

東
京
都
議
会
議
長 

増
子 

ひ
ろ
き

東
京
都
議
会
副
議
長 

会
派
等
構
成
の
変
更

　
令
和
６
年
11
月
17
日
に
、
東
京
都
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
会
派
等
構
成
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

30
人

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会 

東
京
都
議
団

27
人

都
議
会
公
明
党

23
人

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

19
人

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党

14
人

ミ
ラ
イ
会
議

４
人

地
域
政
党
　
自
由
を
守
る
会

２
人

無
所
属（
東
京
維
新
の
会
）

１
人

無
所
属（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）

１
人

無
所
属
（
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
１
人

無
所
属
（
東
京
・
品
川
か
ら
や
さ
し
い
未
来
を
）

１
人

無
所
属（
新
時
代
の
八
王
子
）

１
人

●
定
数
１
２
７
人
／
現
員
１
２
４
人

（
令
和
６
年
11
月
18
日
現
在
）

【申込先・問い合わせ先】〒 163-8001 新宿区西新宿２－８－１　都議会 広報課 ☎ (03)5320－7126

新議員紹介新議員紹介
　令和６年 11月 17日に行われた東京都議会
議員補欠選挙で当選した議員を紹介します。

東
ひがし

ま り 子
こ

（ 武 蔵 野 市・ 自 民 党 ）
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